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心情を見 るべ きです｡その純粋 さだけ が 問 題 で
す｡
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49歌,猟をしつつあるのは美夫君志 ･折 口氏 口
訳 ･井上氏新考 ･金子氏評釈 ･山田氏講義 ･斎藤氏
(秀歌 ･柿本人麿) ･佐 木々氏評釈 ･沢潟氏注釈｡
1001歌,狩猟説は全釈 ･私注 ･大系.
⑦ 同考,- 山田氏講義 ･総合研究西村氏説 ･吉永
氏 ｢通説を疑う｣
















































一言借問したい｡- 主題歌は ｢光景｣や ｢単な
る想像｣にすぎないでしょうか?
たしかに紐皮していません｡が.け遠い,漠然る
光景などではありません｡躍動として歌われていま
す｡第三者もその中へ引きずりこまれる思いです｡
- 70-
それは小手先の技巧ではなく,はえぬきの力です｡
人暦などのはるかに上をいくものです｡
㊥ 沢潟氏のこの態度は終始変りません｡すなわち,
- 講話(2)･万乗の窓 ･万葉歌人の誕生,最後に注
釈｡
右に完全に同調しているのは.- 坪野氏秀歌 ･
田辺氏初期万葉の世界 ･争点山崎氏説 ･神田氏初期
万葉の女王たち｡
一方,第四歌については.
天皇の宇智野への行幸にあたっての皇后の創
作と見るべきである｡(沢潟氏注釈)
この払い断定は無椿です｡作品そのものに耳を焼
けなければなりません｡宿された肉声を忘れるべき
でないのです｡
㊤ 吉永氏は主題歌の作者について次のように述べて
います｡
宅の作ならは皇女を特に持ち出すこともなか
ろうと思われるし,かたがた宅の作としても皇
女の立場で作っている以上 皇女の作として考
えるのが当然であろう｡(前掲喜20べ)
皇女のために宅が代って作歌しました｡二人を持
･ち出さないわけにいかないのです｡その際,｢皇女
の作｣と断じるのは暴論というものです｡こういう
超論理を8歌,17･18歌等にも適用してはばからな
い当今の学界なのです｡
8歌の作歌事情については拙著 ｢省察｣(1)のその
稿を参照のこと｡
㊥ 昭和52年9凡 諏訪国文学会第11回公開研究発表
会｡
